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08 機械警備業務 参考仕様書 

 
１  業務の目的 

本業務は、由比ガ浜地下駐車場において、施設管理者が不在となる時間帯における残車対応

および火災、盗難及び不法行為を防止し、対象施設の保全を図ることを目的とする。 

 

２  履行期間および警備時間 

（１）履行期間 

  １年間の契約とする 

（２）警備時間 

  24時間警備とする（防犯・火災監視・時間外出庫に対する緊急出動） 

 

３  警備の方式・方法  

（１）機械警備 

・   警備対象場所ごとに、警備機器及び人感センサー等の感知機器類を取り付ける。なお、

設置する感知機器類は以下の機能を有するものとし、設置箇所や時期については発注者

と協議のうえ決定する。 

   ア  施設のドア、ガラス等の開閉又は破損を感知する機能 

イ  センサーが感知した内容を表示する機能 

ウ  火災発生を感知する機能 

エ  ガス漏れを感知する機能 

オ  機械装置及びセンサーの破壊、配線の切断等の異常を監視する機能 

カ  非常通報押しボタンによる非常信号を感知する機能 

キ  施設内各種設備警報盤と結線し異常を種類別に監視する機能 

ク  警備の開始、解除の操作を行う機能 

ケ  基地局に異常等の信号を送信する機能 

コ  一般公衆回線の断線を監視する機能 

サ  一般公衆回線が使用中の場合、強制切断して警報信号を送信する機能 

  ・  業務期間終了後は、原則として警備業務用機械装置を撤去する。 

（２）夜間警備 

・  開場時間外に発注者から出庫要請があった場合は出動し、解錠および出庫後の施錠を

行う。 

 

４  緊急時における措置 

・  受託者は、監視センター等に警備員を１名以上常駐させ、異常事態を感知した場合は、

警備対象施設まで25分以内に到着できる体制を整えること。 

・  警備対象施設の異常発生を感知したときは、当該施設へ急行して状況確認を行い、確認

結果を発注者へ報告する。 

 

５  留意事項 

・  警備機器類の設置費および本業務に付随する諸経費は全て受託者の負担とする。 

・  履行期間終了後に警備機器を撤去する際は、発注者との立会を行い、撤去完了の確認を

得ること。なお、撤去に要する費用は受託者の負担とする。 

・  警備機器が常に良好な状態を維持し、毎日正常に動作しているかを確認すること。 

・  発注者が警備機器の故障または異常を発見した際は、受託者はすみやかに警備機器の点

検修理を行い、その結果を発注者へ報告する。なお、点検修理に要する費用は受託者の負

担とするが、発注者の故意又は重大な過失により警備機器が故障した場合はこの限りでは

ない。 

・  業務の履行を通じて知り得た業務上の情報を第三者に漏らしてはならない。また、この

契約の終了後においても同様とする。 
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・  本業務の履行にあたり必要となる施設の鍵は、発注者および受託者の双方が貸借し、そ

の所在を書面により相互に通知し、厳重に取り扱い保管する。 

・  その他、本仕様書および後述の関係法令・基準等に定めのない事項について疑義が生じ

た場合は、発注者と協議のうえ、定めるものとする。 

 

６  遵守すべき法令・基準等 

本仕様書のほか、警備業法等の法令、建築保全業務共通仕様書の最新版を遵守して作業を行

うこと。 

 

７  その他 

表7-1 添付図面一覧 

図面番号 名  称 縮 尺（A１版） 

１ 位置図 1/10,000、1/2,500 

E-26 中央監視設備 地下１階平面図 1/200 

E-27 中央監視設備 地下２階平面図 1/200 
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09 駐車場管制システム保守点検業務 参考仕様書 
 
１  業務の目的 

本業務は、由比ガ浜地下駐車場に設置された駐車場管制システム設備に対して、本仕様書お

よび関係法令等に従い点検等を行い、その結果を関係機関へ報告することで、当該設備を良好

な状態に維持することを目的とする。 

 

２  対象設備 

本業務における保守点検の対象設備の明細は表2-1のとおりとする。 

 
表2-1 駐車場管制システム設備一覧 

機    器    名    称 型  名 台   数 

 駐車場発券機 ＴＤ－685 2 台 

 カーゲート ＧＴ－651 4 台 

 全自動精算機 ＡＰ－690 2 台 

 ループコイル   12 個 

 車両検知器 (屋内壁掛）   3 台 

 管理計算機   1 台 

 駐車監視盤   1 面 

 ビデオモニター カラー１４ｲﾝﾁ   4 台 

 インターホン   4 台 

大型入口灯・満車可変表示２灯式 FS1、FS2 2 台 

 総合満車灯（信号３灯式） FS3、FS4 2 台 

 場内案内灯（２表示） S１、S3 2 台 

 場内案内灯（３表示可変） S2 1 台 

 警報表示灯（回転灯付） SC1、SC2、SC3 3 台 

 注意表示灯（回転灯付） SS1、SS2、SS3 3 台 

 出庫注意灯 SC4 1 台 

 固定式カメラ カラー   16 台 

 固定レンズ 自動絞り   16 個 

 カメラハウジング屋内型   12 個 

 カメラハウジング屋外壁付型   3 個 

 カメラハウジング屋外自立型   1 個 

 バス検知器(赤外線投授光型)   2 組 

 駐車場認証器（ﾊﾟｰｸ＆ライド対応）   1 台 

 駐車場認証器（業務用無料・緑化拒否）   1 台 

 

３  業務概要 

（１）保守点検等の頻度・内容 

前述の設備の点検内容、点検周期は、表3-1～表3-3のうち、対象設備が該当する項目の点

検を行う。また、点検周期の表記は、次による。 

・「６M」は、６月毎に行うものとする。 

・「１Y」は、１年毎に行うものとする。 

  

①駐車場管制装置（発券機、カーゲート、全自動精算機、ループコイル、車両検知器、管理

計算機、駐車監視盤、各種表示灯、駐車場認証器） 

 
表3-1 駐車場管制装置  

点検項目 点検内容 点検周期 

１．外観 

 

 

 

① 取付け状態の良否及び汚損、損傷等の有無を点検する。  

② 配線及び端子接続状態を確認する。  

③ 発熱、異常音及び異常振動の有無を点検する。 

 

６M 

６M 

６M 
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２．管制盤 

 

 

 

３．検知器 

（ループコイル式） 

 

４．カーゲート 

 

 

 

５．発券機 

 

 

 

 

 

６．料金計算機 

 

 

 

 

７．料金表示器 

 

 

８．各表示灯 

 

 

① 供給電源電圧及び出力電圧を測定し、その良否を確認する。 

② リレー動作を確認する。（通常時、強制指令時）  

③ ＬＥＤ点灯を確認する。（通常時、強制指令時） 

 

① 車両感知感度を点検する。 

② 車両感知時の各機器との連動を確認する。 

 

① 遮断バーの位置を確認する。 

② 各ベルト及び各ギヤ部の状態を確認する。 

③ 開閉動作を確認する。 

 

① 異常モニタ、サーモスタット、ＩＣプリント基板の接続及びＲＯＭ

接続状況を確認する。 

② 駐車券搬送部・廃券機構の状態を確認する。  

③ 供給電源電圧を測定し、その良否を確認する。 

④ 駐車券発券部の動作を確認する。 

 

① コネクタ、ＩＣプリント基板の接続及びＲＯＭ装着状況を確認する。 

② 料金計算機構の状態を確認する。  

③ 供給電源電圧及び出力電圧を測定し、その良否を確認する。 

④ 出庫処理動作を確認する。 

 

表示部の表示内容を確認する。（駐車料金の金額表示ドット切れの有

無） 

 

① 点灯及び滅灯を確認する。  

② ブザーの鳴動を確認する。  

③ 各動作条件に応じた動作の確認をする。 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

６M 

６M 

６M 

 

６M 

 

 

６M 

６M 

６M 
 

②監視カメラ設備（固定式カメラ、固定レンズ、カメラハウジング、ビデオモニタ） 
 

表3-2 監視カメラ設備  

点検項目 点検内容 点検周期 
１．固定式カメラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．レンズ 

 

 

 

３．ハウジング 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．モニタ装置 

 

① フォーカスが適正であることを確認する。  

② カラー用の場合は、オートホワイトバランス動作を確認する。マニ

ュアル設定の場合は現場の照明に合せた適切な色温度が設定されてい

ることを確認する。 

③ 監視対象の映像が白つぶれとなっていないことを確認する。 

④ ケーブルの破損及び接栓の緩みの有無並びにネジの締付け状態等

を確認する。 

⑤ 監視に障害となる焼付き、白点、黒点等がないことを確認する。 

⑥ 支持金物・支柱、落下防止ワイヤー、建物側の取付け部にぐらつき、

傾き及び著しいさび、腐食の有無並びにネジの緩みや紛失がないかを

確認する。 

⑦ 内臓時計を備えている場合、時計の時刻が正しいことを確認する。 

⑧ ネットワークカメラへのログインID／パスワードが定期的に変更

されているを確認する。 

 

① 各レンズ固有の機能が正常に動作することを確認する。 

② レンズ締付け及びロックが確実になされていることを確認する。 

③ レンズ面に汚れがないことを確認する。 

 

① 前面ガラスの破損及びケースの取付けボルトの緩みの有無を点検

する。 

② ケースの腐食、水漏れ及び配線の異常がないことを確認する。 

③ ワイパー、デフロスタ及びヒーターの機能動作を確認する。 

④ 空冷ファンの作動状況（異常音、異常発熱、通風孔の閉塞）の良否

を確認する。 

⑤ 支持金物・支柱、取付け部にぐらつき、傾き及び著しいさび、腐食

の有無を点検する。 

 

① 解像度の低下、ノイズ及び画面歪のないことを確認する。 

② 明るさ、コントラスト、色の濃さ及び色あいが正確に調整できるこ

とを確認する。 

③ カラー用の場合は、コンバージェンスのズレ、ホワイトバランス及

びブラックバランスを確認する。 

④ ケーブルの破損及び接栓の緩みの有無並びにネジの締付け状態等

を確認する。 

⑤ 画面の明るさ、コントラスト等を確認する。 

１Y 

１Y 

 

 

１Y 

１Y 

 

１Y 

１Y 

 

 

１Y 

１Y 

 

 

１Y 

１Y 

１Y 

 

１Y 

 

１Y 

１Y 

１Y 

 

１Y 

 

 

１Y 

１Y 

 

１Y 

 

１Y 

 

１Y 
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③誘導支援設備（インターホン） 

 
表3-3 誘導支援設備  

点検項目 点検内容 点検周期 

１．インターホン  

 

① 機器の取付け状態の良否及び汚損、損傷等の有無を点検する。 

② 画像・画質、音量、明瞭度、雑音等の有無を点検する。 

１Y 

１Y 

 

４  留意事項 

・ 本作業に先立ち、業務を適正に実施するため必要な事項を記載した作業体制表・作業工

程表及び作業手順書等の業務計画書を事前に提出し、発注者の承認を受けた後、着工する

こと。 

・  保守点検が完了した際は、点検写真等を添付した保守点検報告書を作成し、発注者へ提

出する。 

・  作業中に既存建物及び工作物等に対して損傷を生じさせないように養生を施すものとし、

損傷を与えた場合は、受託者の責任において原形復旧するものとする。ただし、受託者の

責に帰さない事由による損害は除く。 

・  従事者に対し、業務を行うのに適した統一された服装及び名札を着用させ、業務の従事

者であることを明確にすること。 

・  業務の履行を通じて知り得た業務上の情報を第三者に漏らしてはならない。また、この

契約の終了後においても同様とする。 

・  常に整理整頓に心掛け、業務終了時は、速やかに業務に関係した箇所の後片付け及び清

掃を行わなければならない。 

・  補修及び修理等で、材料を伴わない軽微なものについては、点検中に対応を行うものと

する。 

・  点検等で発見した、不具合又は不良の箇所等については、予備品・部品の取替等で応急

処置を行うものとする。なお、応急処置が出来ない場合には、発注者と協議のうえ適切な

予防処置を講じること。 

・  不具合・不良箇所及び故障等の修理による部品代及び修理費用は、この契約に含まない

ものとする。 

・  その他、本仕様書および後述の関係法令・基準等に定めのない事項について疑義が生じ

た場合は、発注者と協議のうえ、定めるものとする。 

 

５  遵守すべき法令・基準等 

本仕様書のほか、建築基準法等の法令、建築保全業務共通仕様書の最新版を遵守して作業を

行うこと。 

 

６  その他 

 

表6-1 添付図面一覧 

図面番号 名  称 縮 尺（A１版） 

１ 位置図 1/10,000、1/2,500 

E-60 駐車場管制設備  機器図（１） － 

E-61 駐車場管制設備 機器図（２） － 

E-62 駐車場管制設備 機器図（３） － 

E-63-1 駐車場管制設備 機器図（４） － 

E-63-2 駐車場管制設備 機器図（４） － 

E-65 駐車場管制設備 入庫斜路－１配線図 1/200 

E-66 駐車場管制設備 入庫斜路－２配線図 1/200 

E-68 駐車場管制設備 地下１階配線図 1/200 

E-69 駐車場管制設備 地下２階配線図 1/200 
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